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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、SNF2/RAD54ヘリカーゼタンパク質ファミリーのメンバーをコードしています。コードされているタンパク質は、2つのクロモドメイン、ヘリカーゼドメイン、およびATPaseドメインを含んでいます。複数のサブユニットからなるタンパク質複合体がクロマチンをリモデリングし、細胞種特異的な遺伝子発現パターンを可能にします。コードされているタンパク質は、これらのクロマチンリモデリング複合体の1つ以上の中核メンバーであると考えられています。コードされているタンパク質は転写抑制因子として機能する可能性があり、インフルエンザウイルスの複製における細胞抑制に関与しています。 [RefSeq提供、2013年7月],機能：転写調節因子と考えられる。,PTM：DNA損傷時にリン酸化される（おそらくATMまたはATRによる）,配列注意：配列は位置1528以降が不明な理由により異なります。,類似性：SNF2/RAD54ヘリカーゼファミリーに属します。,類似性：ヘリカーゼATP結合ドメインを1つ含みます。,類似性：ヘリカーゼC末端ドメインを1つ含みます。,類似性：染色体ドメインを2つ含みます。,組織特異性：普遍的。,
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	パラフィン包埋ヒト扁桃腺の免疫組織化学分析。1、抗体を1:200に希釈した（4℃で一晩）。2、抗原賦活化にはTris-EDTA、pH9.0を使用した。3、二次抗体を1:200に希釈した（室温、45分）。

